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メールでの情報を希望の会員はアドレスをお教えください。
　年々会員数が増加するなかで、総会や各支部活動の案内の連絡を、従来の郵便に頼っていたのでは、同窓会活動経費を圧迫してしまいます。そこで今後は積極
的に電子メールを使った情報連絡に取り組むことを決議しました。つきましては、会員の皆様のメールアドレスを管理者にお教えください。
なお、会員の皆様からいただいたメールアドレスは、プライバシー保護の観点から、厳重に管理し、他へは一切漏らしませんので、ご安心ください。

メールアドレスの管理者氏名／小室　宏・役職／関東支部支部長・アドレス／komuro@ho-yu.com

電子メールアドレス管理者

●メールによる情報連絡の流れ

本部・支部の情報

同窓会事務局又は各支部 会員

創
立
四
〇
周
年
を

目
前
に
し
て

鵬
友
会
会
長
　
前
田

敬
一

事
務
局
へ
の
連
絡
は

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が

便
利
で
す
。
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。
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卒
業
生
の
皆
さ
ん
鵬
友
会
か
ら
の
出

欠
ハ
ガ
キ
等
は
必
ず
返
信
し
て
下
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
が
同
窓
会
を

応
援
し
て
い
る
の
で
す
。

事

局
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だ
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X
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い
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ま
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。
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お
願
い
!!

 ［ホームページアドレス］
　http://homepage1.nifty.com/ho-yu-/

鵬友会ホームページを見ていますか？
住所変更はホームページでOK

現在、鵬友会のホームページは随時リニューアルし、最新
情報が盛り沢山。デザインも、以前とは一味違ったホーム
ページになっています。
大学の近況、鵬友会の活動状況、会員の声など情報が一目
で………。
もちろん住所変更等にもご利用いただけます。

新
事
務
局
員
紹
介

伊
東
め
ぐ
み
さ
ん

7
月
の
プ
レ
4
0
周
年
記
念
総
会
に

出
席
さ
れ
た
方
は
ご
存
知
か
と
思
い

ま
す
が
、
今
年
2
月
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
松
村
さ
ん
に
代
わ
り
、
新
し
く

事
務
局
を
お
手
伝
い
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
永
き
に
亘
り
鵬
友
会
を
影

か
ら
支
え
て
く
れ
た
松
村
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
の
念
を
贈
り
ま
す
と
共

に
、
伊
東
さ
ん
に
は
、
よ
り
一
層
新

し
い
鵬
友
会
に
な
る
よ
う
応
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
伊
東
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
本

大
学
O
B
（
昭
和
5
3
年
度
卒
）
で

す
。

本
人
か
ら
の
一
言

名
前
／
伊
東
め
ぐ
み

生
年
月
日
／
1
9
8
2
年

（
昭
和
5
7
年
）
1
1
月
生
ま
れ

年
齢　

2
3
歳

血
液
型
／
A
型

星
座
／
射
手
座

趣
味　

読
書
、
ピ
ア
ノ

今
年
の
2
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ま
の
お
力
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

鵬
友
会
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
よ
り

本
学
の
た
め
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
学
は
昨
年
度
よ
り
長
崎

県
公
立
大
学
法
人
が
運
営
す
る
大
学

に
衣
替
え
い
た
し
ま
し
た
。
法
人
化

に
際
し
て
、
企
業
で
い
え
ば
顧
客
満

足
の
最
大
化
の
観
点
か
ら
、
学
生
本

位
と
社
会
貢
献
の
理
念
の
も
と
に
中

期
計
画
を
建
て
ま
し
て
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
努
力
し
て
お

り
ま
す
が
、
昨
年
度
の
事
業
実
績
に

対
し
ま
し
て
は
、
長
崎
県
公
立
大
学

法
人
よ
り
「
概
ね
計
画
通
り
進
ん
で

い
る
」
と
の
評
価
を
得
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

多
様
な
取
り
組
み
の
中
か
ら
教
育

に
関
す
る
も
の
を
一
部
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

ま
ず
、
英
語
、
中
国
語
を
中
心
と
し

て
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
成
す
る
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー

ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
崎

国
際
経
済
大
学
以
来
の
伝
統
で
あ
る

国
際
的
識
見
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
に
長
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
育
成
を
強
化
し
た
取
り
組
み
で

す
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
学
生
の
社
会
活
動
に

単
位
を
与
え
て
、
即
実
践
力
を
身
に

つ
け
る
多
様
な
教
育
方
法
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
人
程
度
の

小
人
数
ゼ
ミ
を
四
年
間
必
修
化
し

て
、
学
生
一
人
一
人
の
個
性
を
育
む

教
育
の
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

就
職
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
立
場
に

立
っ
た
き
め
細
か
い
就
職
支
援
を
行

っ
て
お
り
、
今
春
の
卒
業
生
の
就
職

率
は
九
六
％
を
上
回
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
鵬
友
会
か
ら
の
多
大

な
ご
支
援
の
賜
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　

質
の
高
い
教
育
を
行
っ
て
有
為
な

卒
業
生
を
多
数
輩
出
す
る
こ
と
が
私

ど
も
教
職
員
の
使
命
で
あ
り
ま
す

が
、
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
か
ら
「
私
は
長
崎
県
立
大

学
の
卒
業
生
で
す
」
と
言
っ
て
頂
く

こ
と
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
鵬
友
会
と
二
人
三
脚

で
、
す
べ
て
の
卒
業
生
か
ら
「
本
学

を
卒
業
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
大
学
づ
く
り
に
邁

進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
、
本
学
は
創
立
四
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
再
来
年
に
は
県
立
長

崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
と
統
合
し
て
総

合
大
学
に
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で

す
。

本
学
は
今
、
創
立
四
〇
年
の
伝
統
を

ジ
ャ
ン
プ
台
と
し
て
、
さ
ら
な
る
事

業
の
充
実
・
拡
大
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

昭
和
4
6
年
度
卒
業
生
の
福
井
で

す
。

早
い
も
の
で
大
学
を
卒
業
し
て
3
4
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

現
在
、
妻
と
3
人
の
息
子
が
お
り
ま

す
が
、
長
男
は
宮
崎
市
の
会
社
で
勉
強

中
、
次
男
・
三
男
は
大
学
に
通
っ
て
お

り
ま
す
。

　

名
古
屋
の
製
薬
会
社
に
営
業
プ
ロ
パ

ー
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
が
、
若
気
の

至
り
で
上
司
と
ぶ
つ
か
り
会
社
を
飛
び

出
し
ま
し
た
。

　

故
郷
の
佐
世
保
に
戻
り
、
冠
婚
葬
祭

業
大
手
の（
株
）メ
モ
リ
ー
ド
に
再
就
職

し
、
結
婚
式
場
・
斎
場
の
立
ち
上
げ
・

立
て
直
し
の
実
務
指
導
を
中
心
に
2
1

年
間
勤
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、平
成
1
3
年
、最
後
の
勤
務

地
で
あ
る
群
馬
県
前
橋
市
で
独
立
し
、

現
在
は
葬
儀
会
館
1
2
施
設
、
結
婚
式

場
5
施
設
と
ホ
テ
ル
を
運
営
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
今
年
の
1
1
月
に
は
、
宮
崎

市
に
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を

O
P
E
N
さ
せ
ま
す
。

　

私
達
は
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
生

ま
れ
で
、
学
生
時
代
か
ら
競
争
率
の
激

し
い
中
を
生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
が
、

冠
婚
葬
祭
業
界
も
ま
た
激
戦
で
、
企
業

と
し
て
知
恵
比
べ
の
戦
い
を
日
々
送
っ

て
い
ま
す
。

　

創
業
し
て
5
年
経
ち
、
来
年
度
の
売

上
は
5
0
億
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。　

グ
ル
ー
プ
社
員
数
も
5
0
0
名
に
な
り

ま
し
た
が
、
母
校
の
後
輩
は
一
人
も
お

ら
ず
、
九
州
出
店
を
機
に
ご
縁
が
あ
る

か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
長
崎
県
立
大
学
の
卒
業
生

と
し
て
〝
儲
か
る
会
社
を
作
る
の
で
は

な
く
、楽
し
い
会
社
を
作
る
〞を
モ
ッ
ト

ー
に
、
同
窓
生
に
恥
じ
な
い
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
鵬
友
会
』の
皆
様
も
、
ご
健
康
に
ご

留
意
下
さ
い
ま
し
て
、
益
々
ご
活
躍
さ

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
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『
団
塊
の
世
代
は

　
　
戦
う
世
代
！
』

〜
創
業
5
年
で
売
上
5
0
億
体
制
へ
〜

株
式
会
社
　
経
営
戦
略
会
議

代
表
取
締
役
　
福
井
　
久
（
2
回
生
）

　

構
造
改
革
の
大
き
な
流
れ
の
な
か

で
長
崎
県
立
大
学
が
独
立
行
政
法
人

に
機
構
改
革
さ
れ
て
、
約
1
年
半
が

た
ち
ま
し
た
。

様
々
な
手
法
が
行
わ
れ
多
く
の
課
題

が
解
決
さ
れ
て
、
新
生
長
崎
県
立
大

学
が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。
特
に
対
外
的
な
評
価
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
入
学
試
験
時
に

お
け
る
志
望
倍
率
が
他
と
比
較
し

て
、
少
子
化
の
な
か
に
あ
っ
て
も
以

前
と
変
わ
ら
な
い
、
も
し
く
は
上
昇

し
て
い
る
と
い
う
点
を
見
て
も
明
ら

か
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、

長
崎
県
立
大
学

の
将
来
に
つ
い

て
現
在
の
と
こ

ろ
非
常
に
明
る

い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

か
た
や
鵬
友
会

活
動
は
、
様
々

な
試
行
錯
誤
を

経
て
、
現
役
学

生
に
対
す
る
就

職
応
援
活
動

に
、
我
々
の
存

在
意
義
を
見
い

だ
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
即

ち
小
室
支
部
長

を
は
じ
め
と
し

て
関
東
支
部
に

お
い
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
3
年

次
を
対
象
と
す

る
就
職
セ
ミ
ナ

ー
は
、
佐
世
保

就
職
セ
ミ
ナ
ー

へ
発
展
し
毎
年
1
5
0
名
に
上
る
学

生
の
参
加
が
あ
り
、
彼
等
の
就
職
活

動
に
多
大
に
影
響
を
与
え
、
多
く
の

貢
献
を
し
つ
つ
、
十
数
年
を
経
て
ま

さ
に
鵬
友
会
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な

り
ま
し
た
。

　

就
職
セ
ミ
ナ
ー
で
指
導
を
受
け
て

卒
業
し
た
会
員
が
、
後
輩
学
生
へ
の

指
導
を
買
っ
て
出
て
く
れ
る
の
を
見

る
と
き
、
更
に
就
職
率
が
限
り
な
く

1
0
0
％
に
近
付
い
て
来
た
の
を
見

た
と
き
、
鵬
友
会
の
一
員
で
あ
っ
た

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
学
と
の
信
頼
関
係

が
、
今
ま
さ
に
最
大
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
と
き
創
立
4
0
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
周
年
や
3
0
周
年
で
鵬
友
会

が
為
し
得
た
こ
と
を
思
い
出
す
と

き
、
1
万
を
越
え
た
卒
業
生
の
更
に

大
き
な
母
校
に
対
し
て
の
貢
献
が
期

待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

鵬
友
会
会
員
の

皆
様
へ

長
崎
県
立
大
学
学
長
代
行

　
　
　
　
　
　
木
村
　
務

O B
紹介

昨年オープンした本社ビル
右後方は直営ホテル「サンダーソン」
昨年オープンした本社ビル
右後方は直営ホテル「サンダーソン」



鵬友会会報「おおとり」第19号　平成18年9月1日発行（2）
　

平
成
1
8
年
7
月
1
5
日
、
快

晴
。
全
国
の
鵬
た
ち
が
一
堂
に
集
う

日
が
幕
開
け
と
な
っ
た
。

役
員
は
そ
れ
に
先
駆
け
、
総
会
に
向

け
て
の
役
員
会
を
開
催
。
一
年
間
の

活
動
報
告
や
今
年
度
の
予
定
、
決
算

報
告
、
予
算
案
な
ど
緊
張
の
面
持
ち

で
進
行
。
前
田
会
長
の
続
投
も
含
め

審
議
事
項
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

続
い
て
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
ル
に
会
場

を
移
し
て
、
今
回
の
目
玉
企
画
の
一

つ
で
あ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
。
6
チ

ー
ム
の
団
体
戦
で
あ
る
こ
と
か
ら
会

場
内
は
爆
笑
や
ら
拍
手
で
皆
、
し
ば

し
の
楽
し
さ
に
酔
い
し
れ
て
い
た
。

次
の
日
（
2
日
後
？
）
身
体
が
痛
か

っ
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

4
時
か
ら
は
鵬
友
会
総
会
を
開

催
。
役
員
総
会
と
同
様
、
こ
ち
ら
は

2
年
間
の
活
動
報
告
や
今
年
度
の
予

定
、
決
算
報
告
、
予
算
案
、
来
年
の

4
0
周
年
式
典
に
向
け
て
の
大
学
と

の
連
携
な
ど
異
義
も
な
く
全
て
を
承

認
し
て
も
ら
っ
た
。

　

極
め
付
け
は
懇
親
会
。
懐
か
し
い

顔
が
ず
ら
ー
っ
と
並
ぶ
。
恩
師
の
先

生
方
も
健
在
で
安
心
。

前
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

来
賓
の
長
崎
県
公
立
大
学
法
人
理
事

長
の
木
村
道
夫
氏
か
ら
は
、
今
後
の

大
学
統
合
問
題
や
校
名
変
更
な
ど
に

つ
い
て
話
を
し
て
頂
い
た
。
身
近
に

迫
っ
た
問
題
で
も
あ
り
、
今
後
の
同

窓
会
運
営
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を

与
え
る
こ
と
か
ら
、
皆
真
剣
な
面
持

ち
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

続
い
て
副
学
長
木
村
務
氏
。
恒
例
の

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
、
鵬
友
会
へ

の
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
頂
い

た
。
若
い
副
学
長
は
考
え
方
も
斬

新
。
今
後
の
係
わ
り
が
楽
し
み
で
も

あ
る
。

乾
杯
の
音
頭
は
一
回
生
で
前
事
務
局

長
の
星
野
孝
通
氏
に
と
っ
て
も
ら

い
、
発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

他
に
大
学
か
ら
、
お
馴
染
み
の
建
野

堅
誠
教
授
と
岡
崎
教
授
。
岡
崎
教
授

は
最
近
偉
く
な
っ
て
日
本
陸
上
競
技

理
事
に
就
任
。
全
国
を
飛
び
回
っ
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
、
当
日
も
別
の
会

合
と
掛
け
持
ち
で
途
中
退
席
。
さ
ら

に
毎
回
ご
出
席
を
頂
く
濱
田
元
事
務

局
長
。
相
変
わ
ら
ず
お
元
気
で
若
々

し
く
感
じ
る
。

ま
た
、
大
学
か
ら
現
事
務
局
長
の
山

口
周
一
氏
、
学
生
部
長
の
吉
居
秀
樹

氏
に
出
席
を
頂
い
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
先
に
行
っ
た
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
の
表
彰
式
を
行
う
。
組

み
合
わ
せ
の
「
ア
ヤ
」
か
優
勝
は
会

長
チ
ー
ム
。
豪
華
？
賞
品
を
ゲ
ッ

ト
。
そ
の
他
ク
イ
ズ
大
会
で
は
名
司

会
者
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
、
不
正
解

が
続
出
、
楽
し
さ
も
倍
増
で
あ
っ

た
。
支
部
役
員
紹
介
、
松
村
さ
ん
の

後
、
事
務
局
に
新
し
く
入
っ
た
伊
東

さ
ん
と
本
大
学
O
B
の
親
子
紹
介
な

ど
も
あ
り
、
酒
席
が
進
む
に
つ
れ
、

参
加
者
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
ア
ッ
プ
。

お
い
！
お
前
！
な
ど
各
々
の
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
親
交
を
懐
か
し

ん
で
い
た
。

最
後
に
目
玉
企
画
の
二
つ
目
、
今
日

本
中
で
ブ
レ
イ
ク
の
「
佐
世
保
バ
ー

ガ
ー
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
県
外
組
は

皆
感
動
！

懐
か
し
い
味
に
ま
た
ひ
と
つ
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
建
野
堅
誠
教
授
の
面
白
お
か

し
い
万
歳
三
唱
で
終
宴
し
た
。

ま
た
2
年
後
に
逢
い
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
楽
し
い
会
を
企
画
し
て
く
れ

て
い
る
レ
オ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
荒
木

氏
に
感
謝
し
ま
す
。

か
わ
っ
た
ね

佐
世
保
駅
前

変
わ
っ
た
ね

佐
世
保
駅
前

役
員
会
に
て

役
員
会
に
て

楽
し
い

ボ
ー
リ
ン
グ

大
会

楽
し
い

ボ
ー
リ
ン
グ

大
会

プ
レ
四
十
周
年
記
念
総
会

盛
大
に
開
催
。

全
国
か
ら
1
0
0
名
の「
鵬
」が
集
結
。

（3）鵬友会会報「おおとり」第19号　平成18年9月1日発行

鵬
友
会
総
会

鵬
友
会
総
会

ま
た
2
年
後
に
逢
お
う
！

ま
た
2
年
後
に
逢
お
う
！

役員紹介
役員紹介

役員紹介

いつも元気な岡崎教授
美女軍団に囲まれて

乾杯！

ボーリング優勝チー
ム

ボーリング優勝チー
ム 木村務副学長 木村道夫理事長

2人は間もなくゴールインとか

盛
り
上
が
っ
た

懇
親
会

盛
り
上
が
っ
た

懇
親
会
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関
西
支
部

星
　
憲
男

（
4
7
年
度
卒
）

0
7
2
2
・
6
5
・
5
7
5
0

●
支
部
長

（
自
宅
）

高
石
市
千
代
田
1
・
2
7
・
7

長
崎
支
部

古
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信
利

（
4
6
年
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）

☎
0
9
5
8
・
2
5
・
6
4
7
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●
支
部
長

（
自
宅
）

長
崎
市
五
島
町
5
・
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4
・
1
1
1
0

福
岡
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浜
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昭

（
4
6
年
度
卒
）

☎
0
9
2
・
8
8
5
・
0
3
5
8

●
支
部
長

（
自
宅
）

福
岡
市
西
区
愛
宕
浜
2
・
2
・
4
・
3
0
3

佐
賀
支
部

森
田
　
茂

（
4
7
年
度
卒
）

☎
0
9
5
5
・
4
6
・
4
7
6
7

●
支
部
長

（
自
宅
）

西
松
浦
郡
西
有
田
町
曲
川
丙
5
3
6

ヨ
コ
の
カ
ギ

a
）
荒
川
静
香
の
○
○
バ
ウ
ア
ー
。ち

な
み
に「
○
○
バ
」は
、
将
軍
家
光
の
乳

母「
春
日
の
局
」ゆ
か
り
の
臼
杵
藩
主
。

本
会
大
分
支
部
長
も
同
姓
。

b
）
前
大
分
県
知
事
が
提
唱
し
た
地
域

お
こ
し
運
動
。そ
の
後
全
国
的
な
広
が

り
を
見
せ
た
。「
○
○
○
○
一
品
運
動
」

⒞
c
）
二
〇
〇
五
年
レ
コ
ー
ド
大
賞
に

輝
い
た
歌
手
（
大
分
と
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
）。

d
）
本
名
南
高
節
。か
ぐ
や
姫
結
成
、「

神
田
川
」
な
ど
。大
分
市
出
身
。他
に
、

ス
タ
ー
に
し
き
の
、
千
代
大
海
、
キ
ヤ

ノ
ン
・
経
団
連
の
御
手
洗
氏
、
経
済
学

者
の
都
留
重
人
も
県
出
身
。

e
）
九
州
に
五
つ
の
国
宝
の
う
ち
宇
佐

神
宮
本
殿
と
○
○
○
大
堂
が
大
分
県
、

三
つ
は
長
崎
県
。豊
後
高
田
市
大
字
蕗

に
あ
る
。

f
）
大
分
県
県
南
の
都
市
。造
船
等
の

工
業
地
帯
。新
鮮
な
魚
ネ
タ
の
に
ぎ
り

ず
し
が
有
名
。正
式
に
は「
サ
イ
キ
」と

表
す
。

g
）河
豚
、
正
式
に
は「
グ
」と
濁
る
。臼

杵
に
はg

lo
b
e

のK
E
IK
O

さ
ん
の

実
家
（
山
田
屋
）
な
ど　

こ
れ
の
料
理

店
が
多
い
。

タ
テ
の
カ
ギ

1
）
ブ
ー
ム
に
火
を
つ
け
た
「
下
町
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
」
で
有
名
な
麦
焼
酎
の
銘

柄
。大
分
県
宇
佐
市
の
三
和
酒
類
醸
造

2
）○
○
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
。九
重
連

山
で
は
老
若
男
女
の
登
山
客
で
賑
わ

う
。
3
）
鵬
友
会
大
分
支
部
二
代
目
支
部
長

○
○
○
田
氏
。（
＝
瓜
生
田
と
書
く
）

4
）大
分
市
の
難
読
地
名
、「
寒
田
」と

書
く
。

地
区
の
神
社
で
は
、藤
の
花
が
有
名
。

5
）
別
府
・
熱
海
と
並
び
称
せ
ら
れ
る

群
馬
県
の
温
泉
地
。○
○
○
よ
い
と
こ

一
度
は
お
い
で
・
・
・
ド
ッ
コ
イ
シ

ョ
。別
府
温
泉
に
も
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ

い
。
6
）
キ
リ
シ
タ
ン
検
挙
の
た
め
実
施
さ

れ
た
施
策
。二
豊
諸
藩
は
長
崎
奉
行
所

作
成
の
も
の
を
借
用
、使
用
し
た
。

7
）
別
府
温
泉
観
光
の
目
玉
の
ひ
と
つ

。海
○
○
○
、坊
主
○
○
○
、竜
巻
○
○

○
な
ど
。お
い
で
の
節
は
是
非
○
○
○

め
ぐ
り
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

8
）
英
語
で
「
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
」。大
分
県
に

は
全
国
有
数
の
金
山
が
あ
っ
た
。そ
の

う
ち
「
鯛
生
金
山
（
日
田
市
中
津
江
）」

は
、坑
道
を
保
存
、見
学
で
き
る
。

　
※
十
一
月
に
大
分
支
部
総
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。大
分
県
ご
出
身
の
方
、お
勤

め
の
方
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

M
ail : s-inaba@

dream
.ocn.ne.jp

☎
0
9
7
-
5
4
3
-
8
0
9
8
､

090-9567-2101

大
分
支
部

稲
葉
　
茂
雄

（
4
7
年
度
卒
）

☎
0
9
7
・
5
4
3
・
8
0
9
8

●
支
部
長

（
自
宅
）

大
分
市
青
葉
台
2
丁
目
・
9
・
1
0

大
分
県
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

広
島
と
福
山
で
は
毎
年
１
月
に
数

名
が
集
ま
っ
て
、
近
況
報
告
や
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

先
輩
・
後
輩

が
各
々
元
気
に
地
域
の
中
で
活
躍
さ

れ
て
お
ら
れ
る
様
子
を
聞
か
せ
て
頂

く
と
、
同
窓
と
し
て
嬉
し
く
も
あ
り
、

頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
の
こ
の
席
で
、
卒
業
以
来
母
校

に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
方
が
ほ
と
ん

ど
と
の
こ
と
で
、
鵬
友
会
総
会
参
加
ツ

ア
ー
を
企
画
し
、
佐
世
保
や
相
浦
を
散

策
し
ま
し
ょ
う
と
の
案
が
出
ま
し
た

が
、
結
局
皆
さ
ん
忙
し
く
、
実
現
出
来

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
秋
に
、
第
６
回
中
国
支

部
総
会
も
開
催
予
定
で
す
が
、
詳
細
は

未
定
で
す
。役
員
の
方
々
と
ご
相
談
の

上
、
近
々
の
う
ち
に
中
国
支
部
の
方
々

に
ご
案
内
を
送
付
さ
せ
て
頂
く
予
定

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

今
秋
に
支
部
総
会
開
催
予
定

今
年
も
2
つ
の
活
動
の
柱
で

継
続
は
力
な
り
の
考
え
で

　

1
0
月
7
日
（
土
）
1
7
:
0
0
北

新
地
駅
5
分
リ
ー
ガ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
1
4
Ｆ
グ
ラ
ン
ド
ス
カ
イ
に
て
、
支

部
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

各
人
宛
、
案
内
状
を
送
付
い
た
し
ま
す

。来
着
の
方
等
、不
明
な
点
あ
れ
ば
、左

記
迄
連
絡
願
い
ま
す
。

又
、当
支
部
で
は
、年
1
回
3
月
の（
土

・
日
）
異
業
種
交
流
会
も
行
っ
て
ま
す

。御
意
見
、要
望
は
、

T
E
L

・F
A
X

　

078-794-1053

メ

ー

ル
　

　

　

 
junkou@

m
sg.biglobe.ne.jp

　
　
　
　
　
　

幹
事　

金
子　

順
興

関
西
支
部
会
員
の
声

　

昨
年
の
例
会
に
始
め
て
、
参
加
を
さ

せ
て
頂
い
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世

話
頂
き
ま
し
た
。人
は
老
い
る
と
幼
い

頃
が
、
な
つ
か
し
い
も
の
だ
と
昔
、
よ

く
先
輩
方
の
話
し
と
し
て
聞
い
た
も

の
で
し
た
。

今
、
自
分
自
身
が
五
十
才
も
過
ぎ
昔
を

懐
か
し
む
年
に
な
っ
て
、
実
感
と
し
て

身
に
し
み
て
い
ま
す
。

　

一
念
発
起
し
て
例
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
人
生
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ

う
が
、
大
学
時
代
の
様
々
の
思
い
出
（

同
期
と
か
知
り
合
い
は
一
人
も
い
ら

っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
）
が
懐
か
し
か
っ

た
で
す
。

　

こ
れ
を
期
に
、
在
阪
の
諸
氏
で
、
私

み
た
い
な
立
場
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
一
度
参
加
さ
れ
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
。私
自
身
も
今
後
共
、

時
間
と
金（
？
）が
許
す
限
り
、
出
来
る

丈
、
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
（
5
2
年
度
卒
）野
田　

博
行

1
0
月
7
日
支
部
総
会
開
催

　

佐
賀
支
部
で
は
2
年
に
1
回
、
１
泊

２
日
で
親
睦
を
兼
ね
た
総
会
を
実
施

し
て
い
る
。今
年
の
秋
に
そ
の
総
会
を

予
定
し
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、
１
７

年
度
は
佐
賀
支
部
独
自
の
活
動
は
お

こ
な
っ
て
い
な
い
。も
っ
ぱ
ら
、
支
部

長
で
あ
る
私
自
身
が
本
部
の
活
動
や

大
学
の
行
事
に
参
加
し
た
次
第
で
あ

る
。

　

そ
の
中
で
も
本
部
で
2
年
に
1
回

実
施
し
て
い
る
留
学
生
の
激
励
会
に

参
加
し
た
こ
と
が
印
象
に
強
く
残
っ

て
い
る
。

　

県
立
大
学
に
は
現
在
、
中
国
か
ら
の

留
学
生
が
４
０
数
名
学
ん
で
い
る
。そ

の
留
学
生
を
励
ま
そ
う
と
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
、
懇
親
会
も
行
っ
た

。印
象
に
残
っ
た
の
は
留
学
生
全
員
の

目
が
生
き
生
き
し
て
い
る
。ま
た
、
ボ

ー
リ
ン
グ
に
取
り
組
む
姿
勢
が
一
生

懸
命
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

懇
親
会
で
は
多
く
の
留
学
生
と
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
感
心
し
た

こ
と
は
、
殆
ん
ど
の
留
学
生
が
本
国
か

ら
の
仕
送
り
、
国
か
ら
の
補
助
な
し
で

、
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
費
や
学
費
を
ま

か
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。留

学
生
に
日
本
人
の
学
生
の
印
象
を
聞

い
て
み
る
と
、
日
本
人
の
学
生
は
あ
ま

り
大
学
に
出
て
こ
な
い
。親
か
ら
の
仕

送
り
で
生
活
し
て
い
る
。ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
稼
い
だ
お
金
は
本
人
の
小
使

い
と
な
っ
て
い
る
。な
ど
日
本
人
の
学

生
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
意
見
が

多
く
聞
か
れ
た
。

　

卒
業
後
、
何
を
し
た
い
か
と
の
質
問

に
対
し
て
、
多
く
の
学
生
が
会
社
を
興

し
た
い
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。日

本
人
の
学
生
の
多
く
が
就
職
を
考
え

て
い
る
こ
と
と
は
違
い
、
頑
張
れ
と
の

声
援
送
り
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。県

立
大
学
の
留
学
生
だ
け
で
な
く
ほ
と

ん
ど
の
留
学
生
が
苦
学
を
強
い
ら
れ

て
い
る
も
の
と
思
う
。日
本
で
学
ん
だ

こ
と
を
祖
国
に
持
ち
帰
り
お
お
い
に

役
立
て
欲
し
い
と
思
う
限
り
で
あ
る
。

　

今
年
は
佐
賀
支
部
の
総
会
の
年
、
ま

だ
具
体
的
な
日
程
、
場
所
等
は
決
ま
っ

て
な
い
が
、
佐
賀
県
在
住
の
卒
業
生
の

諸
君
の
多
く
の
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

留
学
生
に
思
う
こ
と

　

こ
こ
、２
、３
年
、県
立
大
学
か
ら
先

生
を
お
招
き
し
て
、「
囲
む
会
」を
開
い

て
い
ま
す
。今
年
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
論
・
保
険
論
の
赤
堀
勝
彦

先
生
を
囲
ん
で
の
会
で
す
。

９
月
３
０
日
（
土
曜
日
）
１
４
時
か
ら

池
袋
の
東
京
芸
術
劇
場
第
７
会
議
室

で
行
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
懇
親
会
（
１

７
時
か
ら
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
都

合
が
つ
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
会
報
と
前
後
し
て
、
往
復
は
が
き

の
案
内
状
を
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
届

か
な
い
方
は
私
の
自
宅
（
０
４
２
－
９

７
２
－
７
６
３
１
）
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

赤
堀
勝
彦
先
生
は
、
平
成
１
４
年
か
ら

県
立
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
、

個
人
ブ
ロ
グ
も
開
設
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

http://blog.goo.ne.jp/akaborika
tsuhiko/

赤
堀
ゼ
ミ
卒
業
生
の
方
、
赤
堀
先
生
に

迷
惑
を
か
け
た
方
？
は
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
ね
。

　

さ
て
、
関
東
支
部
で
は
就
職
支
援
の

セ
ミ
ナ
ー
を
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
と
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
昨
年
の
会
報
で
反
響
の

多
か
っ
た
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
黎
明
期
の

話
の
続
き
を
し
ま
す
。

平
成
７
年
７
月
に
第
１
回
を
実
施
し
、

１
１
月
の
支
部
総
会
で
、
都
合
が
つ
か

ず
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
に
も

そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、「
今

後
継
続
し
て
支
部
活
動
の
柱
と
す
る
」

決
議
と
な
り
、
名
称
は
「
企
業
セ
ミ
ナ

ー
」
か
ら
全
て
の
Ｏ
Ｂ
が
支
援
す
る
意

味
合
い
の
「
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
変
更

し
、
内
容
も
「
企
業
訪
問
・
Ｏ
Ｂ
と
の

懇
親
会
」
以
外
に
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
と
い

う
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
設
け
、
会
場
の
予
約
か
ら
関
東
支
部

で
行
お
う
と
話
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

そ
し
て
、
第
２
回
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
は
平

成
８
年
８
月
に
、
学
生
の
宿
泊
も
講
座

の
会
場
も
私
の
勤
務
先
の
福
利
厚
生

施
設
を
使
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

講
座「
業
種
・
企
業
の
選
び
方
」は
、
当

時
某
証
券
経
済
研
究
所
に
お
勤
め
の

Ｉ
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
本
音
の
情
報

を
伝
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

講
座「
適
性
検
査（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）」は
、
採
用

を
ご
担
当
さ
れ
て
い
た
Ｅ
さ
ん
が
講

師
と
な
り
、
当
時
、
広
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
へ
の
対
応
を
伝
授
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

講
座
「
リ
ク
ル
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と

メ
イ
ク
」
は
、
お
仕
事
の
延
長
で
身
に

つ
け
て
い
た
Ｏ
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、

実
践
も
交
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
が
お
話
し
て
お
き
た
い
の
は
、
他
大

学
や
商
売
で
行
わ
れ
て
い
た
就
職
セ

ミ
ナ
ー
を
見
聞
き
し
た
わ
け
で
も
な

く
、
ま
た
、
報
酬
を
支
払
っ
て
プ
ロ
に

依
頼
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
純
粋
に
「

学
生
の
為
に
」
と
の
思
い
で
何
度
も
集

ま
っ
て
は
議
論
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
当
時
、
大
学
に
は
就
職

支
援
専
門
の
部
署
が
な
く
、
学
生
課
が

窓
口
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
学
生
へ
の

呼
び
か
け
が
十
分
に
で
き
ず
、
学
生
の

参
加
は
１
６
名
に
留
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
引
き
替
え
、Ｏ
Ｂ
は
延
べ
２
６

名
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
講
座
を
後
ろ

で
見
学
し
た
Ｏ
Ｂ
が
、Ｏ
Ｂ
と
の
懇
談

会
で
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
得
意
分
野
を

披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
た
め
、
予
定
の

終
了
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
て

し
ま
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

ま
さ
に
、
同
窓
の
輪
の
広
が
り
を
実
感

し
た
次
第
で
す
。

　

こ
こ
で
私
事
な
が
ら
お
話
し
し
て

お
き
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
６
年
よ
り
始
め
た
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ

ー
に
象
徴
さ
れ
る
「
母
校
の
就
職
支
援

」
こ
そ
が
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
の

強
い
想
い
か
ら
、
昨
年
、
２
８
年
間
勤

め
ま
し
た
会
社
を
退
職
い
た
し
ま
し

た
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
分
な
活
動
の
ス
テ

ー
ジ
を
担
保
し
な
い
ま
ま
の
決
断
で

あ
り
、
反
っ
て
、
葬
儀
関
係
の
会
社
に

再
就
職
し
た
た
め
、
当
分
の
間
は
今
ま

で
の
よ
う
な
同
窓
会
活
動
へ
の
傾
注

も
ま
ま
な
ら
ず
、
関
東
支
部
会
員
の
皆

様
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。

予
定
さ
れ
て
い
た
１
月
の
Ｏ
Ｂ
セ
ミ

ナ
ー
が
中
止
と
な
り
、
今
後
の
関
東
支

部
の
就
職
支
援
活
動
を
一
か
ら
構
築

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
以
上
に
皆
様
方
の
お
力
を
お

貸
し
い
た
だ
く
ほ
か
、
す
べ
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

た
だ
、「
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
母
校

の
就
職
支
援
」
と
の
想
い
は
状
況
が
困

難
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
強
く
燃
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
１
０
年
余
り
で
培
っ
た
経
験
と

多
く
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
活
か
せ

る
ス
テ
ー
ジ
を
得
て
、
母
校
の
発
展
に

寄
与
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
東
支
部
近
況

関
東
支
部

小
室
　
　
宏

（
5
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）

☎
0
4
2
9
・
7
2
・
7
6
3
1

●
支
部
長

（
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飯
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8/22（木）

午前

学生集合

企業への訪問

企業への訪問

講座
　「業種・企業
　　の選び方」
講座
　「適正検査
　　　 （SPI）」
OBとの懇親会

講座
「リクルート
ファッション
　とメイク」
OBとの懇親会

模擬
面接

学生
解散午後

夜

8/23（金） 8/24（土）

　

長
崎
支
部
は
平
成
１
８
年
１
月
２
８

日
に
長
崎
市
の
「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
長
崎
」

で
恒
例
の
新
年
会
を
開
き
ま
し
た
。

大
学
か
ら
木
村
道
夫
県
公
立
大
学
法
人

理
事
長
、
本
部
か
ら
前
田
会
長
、
さ
ら
に

元
大
学
職
員
の
濱
田
さ
ん
、
野
田
さ
ん
、

馬
場
さ
ん
に
も
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
法
人
設
立
後
、初
め
て
参
加
い
た
だ

い
た
木
村
理
事
長
か
ら
大
学
の
近
況
、長

崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
と
の
統
合
な
ど
の

動
き
を
伺
い
、
鵬
友
会
会
員
と
し
て
も
、

大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
振
り
に
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。 

支
部
と
し
て

の
ま
と
ま
っ

た
活
動
は
、

こ
の
年
一
回

の
新
年
会
し

か
し
て
い
ま

せ
ん
。継
続

は
力
な
り
と

い
う
こ
と
で

粘
り
強
く
続

け
て
い
き
一

人
で
も
多
く

参
加
し
て
い

た
だ
く
事
を

願
っ
て
い
ま

す
。

　

福
岡
支
部
で
は
大
き
な
活
動
の
柱

が
2
つ
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
会

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
昨
年
も

同
様
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鵬
友
会
福
岡
支
部
の
総
会
・
懇
親

会
は
例
年
1
月
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
1
7
年
度
は
諸
事
情
が
重
な
り

1
8
年
4
月
1
5
日
（
日
）
天
神
・
平

和
楼
で
開
催
し
ま
し
た
。ホ
ー
ク
ス
戦

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
博
多
全
日
空
ホ
テ
ル
お
食
事
券

の
抽
選
会
な
ど
楽
し
さ
盛
り
沢
山
の

中
に
も
久
し
ぶ
り
の
友
と
に
会
話
に

花
が
咲
い
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

参
加
支
部
会
員
約
3
0
名
、
大
学
か
ら

木
村
副
学
長
・
山
口
事
務
局
長
・
豊

里
就
職
課
長
、
本
部
よ
り
前
田
会
長
、

伊
東
事
務
局
員
、
大
分
の
稲
葉
支
部
長

、
外
部
来
賓
と
し

て
ふ
く
お
か
佐

世
保
会
山
口
幹

事
長
に
ご
出
席

頂
き
ま
し
た
。誌

面
を
借
り
ま
し

て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
の
他
本
部

役
員
会
へ
の
出

席
や
留
学
生
歓

迎
会
な
ど
本
部

と
の
連
携
も
欠

か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
の

柱
ふ
く
お
か
佐

世
保
会
で
は
、
総

会
、
新
春
の
集
い
、
そ
し
て
ふ
る
さ
と

訪
問
ツ
ア
ー
な
ど
多
く
の
企
画
を
し
、

本
年
は
今
年
4
月
に
佐
世
保
市
に
合

併
し
た
五
島
列
島
宇
久
島
訪
問
ツ
ア

ー
を
実
施
し
ま
す
。福
岡
支
部
の
皆
さ

ん
、
こ
ち
ら
も
同
窓
会
と
違
っ
た
楽
し

さ
が
有
り
ま
す
の
で
入
会
し
て
み
た

ら
い
か
が
で
す
か
。

新
し
い
佐
世
保
が
発
見
で
き
ま
す
よ
。

　

誌
面
の
都
合
上
詳
し
い
活
動
状
況

は
鵬
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て

い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

中
国
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部
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岡
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4
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先着 20名にプレゼント！（当選は発送をもって行います）



鵬友会会報「おおとり」第19号　平成18年9月1日発行（6）

恒
例
就
職
セ
ミ
ナ
ー

本
年
は
10
月
21
・
22
日
開
催

　

鵬
友
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
日
頃
よ
り

後
輩
へ
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
春
卒
業
生
の
就
職

率
は
9
6
．4
％
と
昨
年
よ
り
１
．7

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
求
職
率
も
8
3
．

0
％
と
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜

で
あ
る
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

最
近
の
動
向
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
学

生
は
積
極
的
に
就
職
活
動
に
取
組
み
、

志
望
企
業
か
ら
内
定
を
勝
ち
取
ろ
う

と
強
い
意
志
を
持
っ
て
行
動
す
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。併
せ
て
、
就

職
課
の
利
用
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

「
学
生
の
就
職
活
動
は
、
佐
世
保
就
職

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
始
ま
る
」
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
佐
世
保
セ
ミ
ナ
ー
に
は
約

1
5
0
名
が
参
加
し
て
、
参
加
し
た
学

生
は
就
職
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

他
の
学
生
に
良
い
影
響
を
与
え
て
お

り
、
今
年
の
内
定
者
は
昨
年
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
佐
世
保
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
申
込
開
始
か
ら
1

週
間
で
定
員
1
5
0
名
に
達
し
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
の
学
生
も
相
当
お
り
ま

す
。そ
れ
だ
け
学
生
は
こ
の
佐
世
保
セ

ミ
ナ
ー
の
意
義
を
理
解
し
、
今
後
の
就

職
活
動
へ
向
け
て
真
剣
に
取
組
も
う

と
意
欲
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
は
後
輩
の
た
め
に
就
職
支
援

を
し
て
く
だ
さ
る
素
晴
ら
し
い
先
輩

方
に
も
恵
ま
れ
、
学
生
も
他
大
学
に
な

い
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
研
究
や
サ

ー
ク
ル
活
動
に
励
み
、
充
実
し
た
大
学

生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
卒

業
さ
れ
た
先
輩
方
の
功
績
や
先
生
方

の
協
力
で
企
業
か
ら
の
求
人
数
も
増

加
す
る
な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
は
就
職

活
動
を
行
う
う
え
で
明
る
い
材
料
が

揃
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生

も
増
加
し
、
特
に
F
P
（
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
講
座
や
簿

記
講
座
は
本
学
の
人
気
講
座
と
し
て

定
着
し
て
お
り
、
毎
回
多
数
の
学
生
が

受
講
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
そ
の
他

各
種
検
定
に
も
積
極
的
に
取
組
む
な

ど
、
学
生
の
意
欲
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
の
が
実
感
で
き
ま
す
。

　

毎
年
、
新
入
生
を
対
象
に
意
識
調
査

を
実
施
し
て
、
本
学
を
選
ん
だ
理
由
等

を
尋
ね
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
「
就

職
率
が
よ
い
」「
資
格
が
取
れ
る
」と
い

っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
保
護
者
の
方
か

ら
も
同
様
に
支
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
入
学
志
願
者
は
以
前
に
も
増

し
て
大
学
の
「
出
口
」
で
あ
る
就
職
状

況
を
注
視
し
、
大
学
を
選
ん
で
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
私
共
も
入
学
か
ら

卒
業
ま
で
一
貫
し
た
個
別
指
導
を
徹

底
し
、
他
の
大
学
に
は
な
い
暖
か
さ
を

持
っ
て
、
学
生
の
育
成
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

本
学
は
法
人
化
2
年
目
と
な
り
、
就

職
率
も
昨
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
更
な
る
大
学
改
革
に
取
組
ん

で
お
り
ま
す
。今
年
も
就
職
セ
ミ
ナ
ー

で
は
大
変
お
世
話
を
お
か
け
し
ま
す

が
、「
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
」

を
目
標
に
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

就
職
率

今
年
も
記
録
更
新
！

長
崎
県
立
大
学
経
済
学
部
教
授

行
動
科
目
・
就
職
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
赤
堀
　
勝
彦

求む、セミナー応援者
本年は10月21・22日開催、参加学生は
150人以上。多数の応援者を期待。

お問い合わせ・お申し込みは
各支部長又は鵬友会事務局まで

年々就職セミナー参加希望者の増える状況下で、
未来を担う学生の熱い想いに応えるため、鵬友会
では大学と一体となり、試行錯誤しながらセミナ
ーメニューを考えてきました。模擬面接、OB 体
験談、ミーティングや講演会、自己分析等。
毎年これらのスケジュールを実施するにあたっ
ては多くのスタッフが必要となりますが、応援
OB スタッフの数が不足しています。先の見えな
い今日だからこそ、県立大 OB として就職セミナ
ーの応援にかけつけて頂けませんか

　
　

鵬
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
御
健
勝
の
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
鵬
友
会
の
恒
例
事
業
に
な
り

つ
つ
あ
る
佐
世

保
就
職
セ
ミ
ナ

ー
が
、
今
年
も
ま

も
な
く
開
催
さ

れ
ま
す
。こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
同
窓

会
と
し
て
、
現
役

学
生
（
３
年
の
学

生
）
に
就
職
活
動

に
お
い
て
何
か

お
手
伝
い
出
来

な
い
も
の
か
と

一
〇
年
以
上
も

前
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。こ

の
セ
ミ
ナ
ー
の

ス
タ
ー
ト
の
頃

は
、
烏
帽
子
の
青

少
年
の
天
地
で
１
泊
２
日
の
合
宿
形

式
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。２
日
間
缶

詰
状
態
で
私
達
O
B
も
学
生
に
と
っ

て
も
か
な
り
ハ
ー
ド
で
し
た
。学
生
に

と
っ
て
は
夜
は
バ
イ
ト
等
も
あ
っ
て

通
い
の
セ
ミ
ナ
ー
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
も
あ
り
、
最
近
で
は
、
学
内

に
て
２
日
間
通
い
で
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。内
容
に
つ
い
て
は
、
個
人
面
接
、

グ
ル
ー
プ
面
接
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
そ
の
前
後
に
就

職
活
動
に
お
け
る
礼
儀
作
法
・
心
構

え
等
の
O
B
に
よ
る
講
義
や
就
職
活

動
を
終
え
た
４
年
学
生
の
体
験
談
、
他

O
B
に
よ
る
話
等
が
あ
り
、
夜
は
O
B

等
と
学
生
の
懇
親
会
で
い
ろ
い
ろ
な

O
B
の
経
験
談
、
実
学
の
話
が
学
生
と

の
間
で
交
わ
さ
れ
、
学
生
に
と
っ
て
は

本
当
に
有
意
義
な
体
験
と
時
間
が
過

ご
せ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
（
平
成
一
七
年
）
は
１
１
月
１

２
・
１
３
日
に
学
内
に
て
学
生
１
６

９
名
、
指
導
者
と
し
て
O
B
及
び
教
職

員
６
４
名
、
計
２
３
３
名

が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。学
生
の
希
望
者

が
多
く
、
参
加
出
来
な
い

学
生
も
多
数
出
る
程
の

盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
は
も
と
よ

り
O
B
の
皆
様
、
教
職
員

の
方
々
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
し

て
他
の
大
学
に
は
類
を

見
な
い
す
ば
ら
し
い
セ

ミ
ナ
ー
に
今
年
も
O
B

の
皆
様
に
多
数
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

又
、
就
職
課
の
皆
様
の
準
備
も
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 

鵬
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～エコノミーとエコロジーが共存する町おこしで観光振興～活き活き観光都市－佐世保市－

◆東アジア圏でも人気の高いハウステンボスを中心に、国際的な観光地へ
◆西海国立公園・九十九島を柱に、人と環境に優しい観光地へ
◆佐世保バーガー、九十九島牡蠣等、「食」のブランディングを推進

注　　目
ポイント

ハウステンボス
30万本の季節の花が咲き、40万本の木々が茂る、152haの広大な街。煉瓦の建物はどれも本物で、日常をすべて
忘れてゆったりとした時の流れに身をおくことができます。
この街で使われる水は完全にリサイクルされ、大村湾には一滴の汚水も流しません。ごみも細かく分別し、生ごみはコ
ンポスト化され肥料として再利用されています。オランダの国づくりを学び、環境を再生させ、自然と共生しながらより
よい環境に育てています。街をぬうように走る運河は全長6ｋｍにも及び、大村湾から海水を引き込んでいます。
潮の干潮の差で水を入れ替えるので、水はとっても澄んでいて、数十種類の魚や貝が住んでいます。
この街は季節ごとに色とりどりの花が咲き、木々の葉は初夏に芽吹き、秋には紅葉し、冬には光の粒をまといます。
7月には、昨年の愛知万博で約三百万人が訪れた人気パビリオン「キララ」を譲り受け、月がない世界や現存する美し
い自然を迫力ある映像で描いています。

西海国立公園　九十九島
九十九島を含む西海国立公園は、1955年(昭和30年)に、日本で18
番目に指定を受けています。
長崎県北西部一帯とその西側海上に浮かぶ「九十九島」は、佐世保湾外
から平戸瀬戸まで25キロの海上に連なる島々のことで、島の数は208
、島の密度は日本一といわれています。市内数ヶ所の展望台からは九十
九島の大パノラマの風景を望むことができ、ハリウッド映画「ラストサム
ライ」や映画「釣りバカ日誌16」等にも美しい夕景が登場しています。
■主な展望所　展海峰、船越展望所、石岳展望台

西海パールシーリゾート
九十九島の玄関口となるリゾートパーク。リゾート内には九十九島遊覧
船「パールクイーン」、水族館が人気の「西海パールシーセンター」をはじ
め、ヨットやシーカヤックなどの九十九島の体験基地となっています。お
土産品店やレストランなどもあり、デッキや芝生広場では一年を通じて楽
しいイベントも催されています。
■主な施設　水族館、船の展示館、アイマックスドームシアター

九十九島遊覧船パールクイーン
九十九島観光のメインクルージング。島々の間を抜け海の上をすべる様
は快適そのものです。
風の囁きと美しい景観が心に新しい感動を届けてくれます。

市町村合併により、より多くの魅
力ある観光資源が集まりました！！
■小佐々町地区
冷水岳公園　くるめツツジ5千本、平戸
ツツジ1万5千本、ヤマツツジ1万本の
花を楽しむことができます。
神崎鼻公園　小佐々町～平成元年国
土地理院から「日本最西端」の認定を
受け、その記念碑として、「日本最西端
のシンボル塔」があります。
■宇久町地区
大浜海水浴場　マリンブルーの海と遠
浅の白い砂浜が広がる美しい自然景観
の海水浴場です。
■世知原町地区
石橋群　豊かな自然に囲まれた石橋は
、明治～大正時代に架けられており、石
工の誇らしい技術が感じ取れます。
■吉井地区
福井洞窟【国指定史跡】　縄文時代早
期の隆起線文土器や世界最古の石器
が発見された、わが国において重要な
遺跡です。

佐世保市では、このような取り組みをしています！！
国際観光誘致
山東省青島市、遼寧省大連市、北京市への観光トップセ
ールスを実施するとともに、昨年度には、「佐世保市民観
光訪問団」（約100名）による「青島市」「大連市」への観
光プロモーションを展開し、積極的な観光客誘致を行っ
ています。

留学生連携
市内におよそ３００人おられる東アジア地域からの留学
生と連携し、佐世保観光の不便なところは指摘いただき
解消しつつ、携帯端末の活用等により留学生が手軽に佐
世保の観光情報を発信できるような仕組みづくりに取り
組んでいます。

漁業・農業者連携
エコツーリズムの推進を前提に、漁業者・農業者の研修
事業を実施しています。具体的には漁業者は佐世保市内
ほぼ全域の漁業者を対象とし、農業者については日本文
化を広める意味から世知原茶の観光開発に取り組んで
います.

外国人宿泊者数が約11.1万人（平成８年）から約16.5万人（平成17年）に！
佐世保バーガーの売り上げが約30万個（平成13年）から約200万個（平成16年）に！

●エコツーリズムとは？
「自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験し、学ぶとともに、対象となる地域の自然環境や歴史文化の保全に責任を持つ
　観光のあり方」（環境省の定義）

「させぼエコツーリズム」の具体的事業等
◆資源の保全と活用　佐世保地区の自然・歴史・文化・産業等、貴重な資源を保全し活用するため、ガイドラインやルール等をつくります。
◆人材の育成と活用　来訪者や市民に対して佐世保地区の魅力を適切かつ印象的に伝えるガイドおよび地域や人をつなぐ地域コーディネーターを育成します。
◆エコツアー　バラエティーに富んだ佐世保地区の資源や人材等を活かした「させぼエコツアー」のプログラム開発および認証制度の確立等を進めます。
◆観光関連施設等の取り組み　来訪者との直接的な接点となる観光施設、宿泊施設、交通機関等が独自で「させぼエコツーリズム」に関する取り組みを企画・実施します。
◆市民としての取り組み　自治会や各種団体等が主体となって「させぼエコツーリズム」に関連する取り組みを企画･実施し、市民活動を活性化させます。
◆ランドオペレーター（受皿組織）「させぼエコツーリズム」推進の核となるランドオペレーター（受皿組織）を構築して、資源や人材等の管理を行い、受け入れ体制の充実を図り
ます。
◆関連施設等の整備と維持管理　案内所、休憩所、遊歩道、トイレ等のほか、セルフガイダンスのための案内板や表示等を整備し維持管理する際、「させぼエコツーリズム」の考え方
を盛り込みます。
◆情報発信と普及啓発　ランドオペレーター（受皿組織）が中心となり「させぼエコツーリズム」の  情報の一元化を図ります。また、総合パンフレットの作成やホームページ
の充実に努めます。
◆「させぼエコツーリズム・モデルエリア」の設定　様々な事業を効果的に進めるため、先進的な取り組みとして「させぼエコツーリズム・モデルエリア」を設定します。

地球に優しい生き方の提唱 観光関連施設等の取り組み ランドオペレーター（受皿組織）の構築
させぼエコツーリズム
基本計画の特徴



平成17年度予算及び決算報告書
平成18年３月31日

総会会費  300千円

《収入合計》　6 , 5 4 3 , 4 8 1 ̶《支出合計》　5 , 9 6 8 , 2 5 7 ＝《次年度繰越金》　5 7 5 , 1 9 7
平成18年6月6日　鵬友会会長　前田　敬一

収支決算書及び付属書類は適正であり、その計算は正確と認めます。
　　　　　　　　　　　　　会計監査    宮地　学  ・千北　裕吉

平成18年度予算
平成18年3月31日（収入の部）（単位：円）

同窓会は終身会費で運営されています。会費納入にご協力下さい。

平成17年度貸借対照表
平成17年３月31日（単位：円）

資産の部 負債・資本の部

現　　金

普通預金

定期預金

出資金

2 0 , 2 0 4

5 5 4 , 9 9 3

6 , 4 7 4 , 7 2 7

－

計 7 , 0 4 9 , 9 2 4 計 7 , 0 4 9 , 9 2 4

40周年積立金

記念品積立金

鵬友会基金
特別積立金

繰越金

1 , 2 3 3 , 3 0 3

－

5 , 2 4 1 , 4 2 4

5 7 5 , 1 9 7

平成17年度財産目録
平成17年３月31日（単位：円）

金　　額 預　入　先預金種目

現　　金

普通預金

定期預金

預金合計

出資金

合　　計

2 0 , 2 0 4

5 2 6 , 8 5 6

2 8 , 1 3 7

6 , 4 7 4 , 7 2 7

7 , 0 4 9 , 9 2 4

－

7 , 0 4 9 , 9 2 4

親和銀行本店営業部

親和銀行上相浦出張所

親和銀行本店営業部

平成17年度40周年積立金
平成17年３月31日（単位：円）

金　　額 備考

期首残高

期中増減

期末残高

1 , 2 3 2 , 7 1 0

5 9 3

1 , 2 3 3 , 3 0 3

定期受取利息

平成17年度鵬友会基金特別積立金
平成17年３月31日（単位：円）

金　　額 備考

期首残高

期中増減

期末残高

4 , 7 4 0 , 5 8 1

5 0 0 , 0 0 0

8 4 3

5 , 2 4 1 , 4 2 4

17年度基金積立

定期受取利息

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

科　目 予算金額 備　　考

会費（卒業生）

会費（新入生）

名簿代

預金利息

雑収入

  （小　計）

前年度繰越金

　合　　計

1 2 0 , 0 0 0
6 , 0 0 0 , 0 0 0

－
1 , 6 0 0

3 0 0 , 0 0 0
6 , 4 2 1 , 6 0 0
5 7 5 , 1 9 7

6 , 9 9 6 , 7 9 7

＠12,000×10名

＠12,000×500名

科　目 予算金額 備　　考

鵬祭援助金

卒業記念品代

通信費

人件費

支部活動費

旅費交通費

渉外費

事務局費

印刷費

鵬友会基金特別積金

40周年積立金

留学生関係費

会議費

総会費

雑　費

部活援助費

就職活動援助費

  （小　計）

   次年度繰越金 

　合　　計

2 5 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

1 , 3 0 0 , 0 0 0

8 0 0 , 0 0 0

7 0 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

3 5 0 , 0 0 0

4 0 0 , 0 0 0

1 , 0 0 0 , 0 0 0

1 , 0 0 0

5 0 0

－

2 0 0 , 0 0 0

1 , 1 0 0 , 0 0 0

4 5 , 2 9 7

2 0 0 , 0 0 0

3 0 0 , 0 0 0

6 , 9 9 6 , 7 9 7

－

6 , 9 9 6 , 7 9 7

（支出の部）

（収入の部）（単位：円）

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

科　目 予算金額 備　　考

会費（卒業生）

会費（新入生）

名簿代

預金利息

雑収入

  （小　計）

前年度繰越金

　合　　計

2 4 0 , 0 0 0
5 , 8 8 0 , 0 0 0

－
1 , 5 0 0
6 0 , 0 0 0

6 , 1 8 1 , 5 0 0
3 8 1 , 9 8 1

6 , 5 6 3 , 4 8 1

＠12,000×13名

＠12,000×490名

科　目 予算金額 備　　考

鵬祭援助金

卒業記念品代

通信費

人件費

支部活動費

旅費交通費

渉外費

事務局費

印刷費

鵬友会基金特別積金

40周年積立金

留学生関係費

会議費

総会費

雑　費

部活援助費

就職活動援助費

鵬友会基金特別奨学金

  （小　計）

   次年度繰越金 

　合　　計

2 5 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

1 , 0 0 0 , 0 0 0

9 0 0 , 0 0 0

7 0 0 , 0 0 0

1 5 0 , 0 0 0

3 0 0 , 0 0 0

4 5 0 , 0 0 0

8 0 0 , 0 0 0

4 5 1 , 4 0 0

 －

3 5 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

3 0 0 , 0 0 0

6 2 , 0 8 1

 －

3 0 0 , 0 0 0

2 0 0 , 0 0 0

6 , 5 6 3 , 4 8 1

 －

6 , 5 6 3 , 4 8 1

実績金額

1 5 6 , 0 0 0
5 , 8 8 0 , 0 0 0

3 , 0 0 0
1 , 4 7 3

1 2 1 , 0 0 0
6 , 1 6 1 , 4 7 3
3 8 1 , 9 8 1

6 , 5 4 3 , 4 5 4

実績金額

 2 5 0 , 0 0 0

2 5 2 , 0 0 0

7 7 3 , 0 2 7

7 9 0 , 3 7 5

7 0 0 , 0 0 0

1 0 8 , 8 9 0

4 4 0 , 1 0 7

3 3 1 , 9 9 4

6 6 1 , 5 0 0

5 0 0 , 8 4 3

5 9 3

3 4 9 , 3 0 3

1 7 4 , 0 9 8

1 8 4 , 7 9 3

3 0 , 7 3 4

2 0 , 0 0 0

2 0 0 , 0 0 0

2 0 0 , 0 0 0

5 , 9 6 8 , 2 5 7

5 7 5 , 1 9 7

6 , 5 4 3 , 4 5 4

（支出の部）
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